


鈍を行い，熱間加工性，被削性ならびに時効挙動を調査
した。また，比較材として用いた Ti-6Al-4V合金および
EL-Fは，φ60mm丸棒（市販材）からサンプル採取を行
った。
1．2　評価方法

　各成分系の被削性は，旋削加工後の工具チップ刃先の








